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段差を見つけたら、「足元注意ヨシ！」と「地中配管注意ヨシ！」
燕三条事業所（現新潟事業本部） 片桐 則男

東北及び新潟地域は幾度となく大地震が発生し、
その目に見えない地中内の影響は計り知れません。
今回ご紹介するのは、事故を未然に防ぐため、今後
の点検に活かしていかなければならない事例のひと
つです。

〔状況〕
今回ご紹介する事例は、過去に中越地震、中越沖
地震の影響を受けた場所にあり、水田を埋め立てし
建設された米穀貯蔵施設です。入口や荷受場付近に
は傾斜のある通路や不自然な段差があり、屋外では
浄化槽等が浮き出ているなど、地盤沈下の影響が随
所に見られました。

〔調査〕
受電設備設置から20年以上経過していたお客さま
に設備改修を提案しました。お客さまから設備改修
の必要性を理解していただき、改修工事を行うこと
となりました。施工業者も不自然な段差が気になっ
ていたようで、高圧ケーブルの更新に加え、地中配
管路の確認も必要と判断し、事前調査を行うことと
しました。別件の改修工事により停電した際、高圧
ケーブル及び地中配管路の調査を行い、高圧ケーブ
ル埋設部でケーブルが全く動かない箇所を発見しま
した。改修工事は、この不良箇所を掘削して配管を
更新し、その他既設配管をそのまま利用した高圧
ケーブル改修工事としました。
改修工事施工中に不良想定箇所を掘削し配管を掘
り出したところ、ケーブル配管（フレキシブル電線
管）の破断（写真①参照）が見られ約30ｃｍのずれ
がありました。また、配管内には破断箇所から大量
に土砂が流入していました。（写真②参照）

〔原因〕
地盤沈下により地面に垂直に埋設された配管が引
き寄せられて破断し、その後に地下水流入や度重な
る地震による液状化で配管内に土砂が流入したもの
と考えられます。

〔復旧〕
破断箇所付近を切断し、配管内の洗浄により土砂
を排出し、切断箇所の配管及び高圧ケーブルを更新
し、工事を完了しました。

〔お客さまの声〕
お客さまからは、「この場所で操業してからは地
盤沈下の影響を感じており、段差を埋めるなどの改
修を実施していましたが、電気設備は異常なく使用
できていたのでそれほどの影響はないと思い込んで
いました。不良箇所の改修ができて安心しました」
とのお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の工事で地中電線管の破断と土砂流入を目の当
たりにし、地中で起こる目に見えない怖さを実感させ
られました。埋め立て地に建設された施設内では地盤
沈下の影響を見ることは誰もが簡単にできますが、更
新工事中に地中内で起きている影響を見ることがで
き、自分の想定以上の事象でした。建屋付近に段差が
見られる際は、今回の事象も想定しなくてはならない
と感じました。

写真②配管内には破断個所から大量に土砂が流入

写真①ケーブル配管（フレキシブル電線管）の破断
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